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【活動方針】 

◆がん患者支援事業のポイント 

正力厚生会のがん患者助成事業は、①「がん患者団体への助成」②「医療機関への

助成」③「読響ハートフルコンサート」を３本柱として進めている。２０２３年度は、

このうち「医療機関への助成」を縮小し、５年ぶりに正力厚生会主催で「がん医療フ

ォーラム２０２３」を都内で開催する。 

「がん患者団体への助成」では、患者団体の事業計画の内容を最も重視しつつ、資

金力に乏しい団体や、地方に活動拠点を置く患者会にも配慮して助成先を決定する。 

「医療機関への助成」は、２０１９年度から助成してきた国立がん研究センターの

「がん情報ギフト」事業で、図書館に寄贈した冊子の更新補充分について助成する。 

「がん医療フォーラム」は、がんとの共生に向けた相談支援と情報提供を中心に、

正力厚生会の事業を総括する意味も込めて開催し、多様な議論を深めてもらう。 

「読響ハートフルコンサート」は２０２０年以降、新型コロナウイルスの感染拡大

で中止が相次いだが、ウィズコロナの対策も進んできたことから、２０２３年度も全

国８医療機関での開催を企画した。 
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＜患者会活動への支援＞  

患者団体等への助成事業（継続）             

 全国のがん患者会、がん患者支援団体などで、資金不足からイベントやプ

ロジェクトなどの実施が困難な団体を公募し、活動資金を助成する事業。２０

０７年度から始まり、２０２３年度で１７回目となる。新型コロナの影響によ

り、全国の患者団体で従来の対面形式の事業を見送る傾向が目立つ中、応募は

計３２団体（２０２２年度５０団体）にとどまった。１月２６日の専門委員会

でこのうち２４団体（同３２団体）への助成を内定した。事業内容に応じて１

団体に最高５０万円を助成する。 

 

 

＜医療機関への助成＞                     

「がん情報ギフト」事業継続の支援 

図書館にがん情報の冊子セットを寄贈し、拠点病院と連携してがん情報普及

の窓口を担ってもらう国立がん研究センター「がん情報ギフト」事業には、２

０１９年度から助成を行った。この冊子の一部更新・補充などに１００万円を

助成する。 

冊子セットは全国５７７館（２０２２年１１月現在）に寄贈され、図書館司

書と拠点病院相談員らによる交流研修会や、がん関連選書の図書館巡回展開催

なども行われている。「がん情報の窓口」としての図書館の機能を維持推進する

ため、寄贈から年数のたった図書館の冊子の更新・補充の費用を助成する。  

 

 

＜ＱＯＬ（クオリティー・オブ・ライフ）向上への助成＞ 

「がん医療フォーラム 2023」              

「がん医療フォーラム２０２３」を、１１月２６日（日）に読売新聞ビル５

階よみうり大手町小ホールで開催する。当会主催のフォーラムは２０１８年度

以来５年ぶりとなる。フォーラムの詳細は今後詰めていくが、オンライン参加

を併用した講演とパネルディスカッションの２部構成とする方針。テーマは「が

ん医療の現状とこれから～活用しよう！  相談と支え合いの場」（仮題）。国の

新たな第４期がん対策推進基本計画案に示された目標「がんとの共生」に関わ

る相談支援と情報提供の分野に、スポットを当てる。 

近年、様々ながんの診断・治療の進歩がある一方、がんになって主治医以外

に頼る先がなく、生活面を含めて孤独と不安に悩まされる患者や家族もまだ多

い。苦痛に対する緩和ケアから経済的な就労支援の側面まで、相談支援と情報

提供体制の拡充が急がれている。 

フォーラムでは、こうした患者・家族が適切な相談先や治療情報に接するに

は、どうしたら良いのか、どんな支援があるか・必要かといったことを、多面

的に話し合ってもらう。正力厚生会が支援してきたがん患者団体の果たす役割

などにも触れつつ、より良い相談支援と情報提供の姿を描き出す。 

前回フォーラムと同じく渡邊清高・帝京大学医学部教授をコーディネーター
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として、国立がん研究センターがん情報提供部の責任者や病院の相談支援セン

ター員、がん患者団体代表者らに登壇していただく予定。 

 

読響ハートフルコンサート（継続）            

がん患者や家族たちの心を癒すには音楽が有効と考え、２００７年度から公

益財団法人読売日本交響楽団の演奏者を病院に派遣して、待合室ロビーなどで

弦楽四重奏を披露している。 

新型コロナの感染拡大で２０～２２年度は開催中止が相次いだため、中止し

た病院を優先して会場候補とした。コロナ対策も確立してきたことから、開催

数は例年通り８会場とし、以下の通り内定した。 

万一の感染拡大時には、今回も柔軟に日程を延期するなどして対応する。 

 

2023年度読響ハートフルコンサート開催予定 

長崎県島原病院 6 月  2 日 長崎県島原市 

長野市民病院 7 月  7 日 長野市 

住友別子病院 7 月 21 日 愛媛県新居浜市 

埼玉県立がんセンター 10 月  4 日 埼玉県伊奈町 

聖隷浜松病院 10 月 28 日 浜松市 

相良病院 11 月 10 日 鹿児島市 

東京慈恵会医科大学附属柏病院 11 月 25 日 千葉県柏市 

市立東大阪医療センター 12 月  7 日 大阪府東大阪市 

 

 


